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1)日 揮頭部 ーJL'--･-Fr- ド動脈増 に対する TAFJ
の経験

木原 好則 ･木村 .厄政
加柑 毅 ･酒井 弗素 (新潟東学放射線科)

弊頭部 ア-ケ- ド動脈療 2例をこ対 し TAE を施行 し

た.症例 1は.動脈硬化性ハ LIcm 人cTl胃 卜 1.指腸動

脈療例で,腹腔動脈経 由で療遠位部 まで 5F コプラ塾

カテ-テルを進め,癒遠位部,腐肉,感頚部,療近位部

を計 ア個の金属 コイルで塞栓 した.症例 2は,腹腔内出

血を伴 う,輝炎が原因の 1cm 太の前下鰐+二指腹動

脈療例である,上腸間膜動脈経由で 5F コプラ塾カテ-

テルを前下野十二指腸動脈に挿入 し,マイクロカテ-チ

ルを動脈療遠位側まで進め,療遠位部,癒内,近位部を

計5個のマイクロコイルで塞栓 した,雨症例ともをこすそ

の後の経過は良好であった,

動脈癖の血行を完全に途絶 させるためには,療遠位部

の閉塞 も必要で,マイクロカテ-テル及びマイクロニlイ

ルシステムは,その点において有岡であった.

221t25トRo16015:1tIom(lZ(.nil)に よるベ ン

ゾジアゼ ピン受容体イメ--ジソダに関す

る研究

-オ- トラジオ グラフ ィをこよる

L∴:' -言.
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生田 房弘 (新潟大学膳所病理)

中枢性ベンゾジアゼピン受容体 (BZ受容体)の am-

tagOm融 である 125トRo16-0154と 123ト王MP を砂 ネ

ズミに静注 して経萱埠的な dualtracerによる in-vivo

こIut()I-;ldiographlrTr:作-bkLL.1251--rio16----01511て in-＼,i＼･o

reeeptorima屠im鍔する際の最適撮像時間 とその脳内分

布を検討 した,豆25LRo16-0154を静注 して 5分後の像

は 邑23トrMP の画像とよく額似 しており,初期像は脳血

流分布を反映すると思われた.邑25トRoは司)154は 且20分

から180分で,大脳皮質,視床き海馬,小髄皮質など BZ

受容体がよく分布 している育成に餐梼 した.以上より,

最適撮像時間は,静注 2時間以降であ り,その画像は,

BZ受容体の分布をよく反映すると考えられた.


